
【令和７年度】各学校・課程・学科の垣根を超える高等学校改革推進事業における指定ネットワークの伴走支援・研究

各地域における遠隔授業・通信教育の実証に向けて、取り組むべきポイント（検証課題）を具体化。また、遠隔授業における遠隔授業の質保障につながる実践のポイント
や、生徒・教員へのアンケート調査を実施。加えて採択地域間の横連携機会をつくり、取り組み２年目における推進課題の相互解消支援等を行った。
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令和７年度取り組み概要

指定ネットワークの伴走支援／制度に在り方に関する調査研究

◆遠隔授業・通信教育の実施状況に関する調査

・各地域への現地訪問調査

・各採択地域との定期面談を通じた状況把握・課題調査

◆遠隔授業の質保障に関する調査

①質問紙調査の設計および実施

・遠隔授業の効果および効果的に行われる条件に関するアンケート

②遠隔授業の授業づくりに関するポイントおよび事例の抽出

・ネットワーキングを通じた事例把握

・各地域への現地訪問・授業見学を通じた調査

・「遠隔授業実践のポイント集」作成

③配信拠点の構築事例の調査

・各地域への現地訪問を通じた調査

・「配信拠点構築事例資料」作成

◆地域間の知見交流機会の設定

①遠隔授業の授業担当者同士の情報共有・ネットワーキング

・教科・科目等のテーマごと分科会（オンライン）

・授業実践の共有を行う合同ミーティング（対面・オンライン）

②管理機関担当者の情報共有・ネットワーキング

・テーマごと分科会（オンライン）

・合同ミーティング（対面・オンライン）

③Webポータルを活用した情報共有

取り組みの成果および課題

指定ネットワークの伴走支援／制度に在り方に関する調査研究

垣根を超えた学びの推進のために今後求められること

1．具体的事例の提示および展開

・遠隔授業・通信教育を活用した単位認定の事例など、

制度活用の運用方法を示すことによる現場の不安軽減

2．管理機関と実践者双方の横連携

・自治体間で制度運用や実施方法に関する課題を共有し、知

見を蓄積することによる改善

・各地域が直面する問いや課題を共有し、成功・失敗の経験

から学ぶ

・実践者同士の情報交換機会の創出

3．制度的・基盤的支援
・遠隔授業の柔軟な受信体制の制度化

・配信を担当する教員の確保や通信環境の整備など、実践を支える

基盤整備

・生成AI、学習ログなど先端技術の活用をふまえた可能性の検討

遠隔授業の質向上に向けたポイントの整理
・各地域の遠隔授業の実践事例から、
　授業づくりのポイントおよび該当する
　具体的事例を収集・整理

・アンケート調査を通じて、遠隔授業の
　満足度や学習理解と、授業者の工夫や
　生徒が有する準備性（レディネス）との
　関連について分析

巡回型での対応可能性について考察
・巡回型の検証を行った地域の事例を
　調査し、実施要件の仮説を整理

配信拠点の体制・環境整備の情報整理
・各地域の配信拠点の構築事例を調査し、
　今後の改善に向けた方策もふくめ整理

横連携機会を通じた事業推進の寄与
・遠隔授業の配信授業者を中心とした
　横連携機会を通じ、各地域における
　実践の情報共有が促進された

学習機会保障型の事例および課題の把握
・不登校生徒を対象に実施される遠隔授業・
　通信教育について、各地域で取り組まれた具体的方法の把握・
　普及に向けた課題構造の整理

▲遠隔授業実践のポイント集

▲配信拠点構築事例資料


